



































に注目した第 1 世代 CPTED と，街や人やコミュニティも含めた人的な社会環境の側


























進させたりすることが示されている（cf. Haley & Fessler, 2005; Bateson, Nettle, & 
Roberts，2006; Oda, Niwa, Honma, & Hiraishi, 2011; Ernest-Jones, Nettle, & Bateson, 2011; 
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る犯罪予防（CPTED; Jeffery，1971），割れ窓理論（Wilson & Kelling，1982）及びそれ
から派生した不寛容型警察活動，規範的行為の焦点理論（Cialdini, Reno, & Kallgren, 
1990），情緒的ブレーキ（中里，2007），進化心理学的観点からの目の表示の効果研究（cf. 






第 3 章では，第 2 章の実験室実験で有効性が認められた対策が，現実のごみ問題を抱
える河原で同様に認められるかどうかについて，名取川河畔において検証を行った（実
験 4～5）。 
第 2 章の実験室実験と第 3 章の現場実験の結果より，監視カメラがあること，先行ご
みのないことが，ごみのポイ捨て抑制に効果的であることが明らかにされた（実験 1・3）。
また，監視カメラの存在を看板で明示したり（実験 3・5），花壇を設置したりするなどの
方略（実験 1・3・4）も一定の効果を上げた。また，目の絵看板や監視カメラの文字看板
の設置（実験 3・4・5），更地や花壇などの綺麗な景観（実験 1・3・4・5）が，ごみのポ
イ捨て抑制に効果的であることを明らかにした。さらに，花壇にごみが捨ててあること
に対して，怒りや恥ずかしさ，悲しさなどの感情を喚起させることが明らかとなり（実
験 2），綺麗な景観を汚すことへの情緒的なブレーキを踏ませる可能性が示唆された。 
第 4章の総合考察では，ごみのポイ捨てなどの社会的迷惑行為やそのほかの犯罪の抑
制に関する理論や既存研究を再度整理しながら，本論の実験室実験と現場実験の結果に
基づいて，新たな視点を加えて総合的に考察を行った。ごみのポイ捨てを抑制する様々
な条件は，対象場所の範囲やコスト面，監視性と領域性という視点から捉えなおすこと
ができ，そして，対象場所の物理的，地理的環境に合わせながら，適切な方略を選択す
ることで，より効果的な結果を得ることができることが示された。 
本研究は，理論的背景に基づいて精緻に行われた実験室実験の結果を，名取川河畔で
の現場実験で検証し，理論と現実をつなぐ貴重な研究である。そして実際に名取川のご
みの量を削減するという，現実的な成果をもたらすことに成功している。よって本論文
の提出者は，博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
